
１３．緊急作業従事者の線量分布の年度推移［平成２２年度～２３年度］

線量（mSv)

3,569 17,384

294 166

101 1

6 0

3,970 17,551

［表の見方］

・

・　例えば、表における平成２２年度の線量が50mSvを超え100mSv以下の「２９４」という値
は、平成２２年度１年間に緊急作業を行い、その線量が50mSvを超え100mSv以下であった者
が、２９４人であったことを示します。

合計人数

（％） (100.0) (100.0)

　平成２２年度～２３年度の単年度毎の緊急作業従事者の線量を集計したものです。

 100を超え

250以下 (2.5) (0.0)

年度
平成２２年度 平成２３年度

 250を超える
(0.2) (0.0)

50以下
(89.9) (99.0)

50を超え

100以下 (7.4) (1.0)


